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１．研究目的 

超短パルス高強度２色中赤外線及び２色円偏光レーザー場中の原子・分子ダイナミク

スのメカニズムを直接解法に基づく大規模な数値計算によって量子力学的に解明する

のが本研究の目的である。特に、２色レーザー場中原子電離過程と２色レーザー偏光

の向きの関係を探索する。 
２．研究成果の内容 

(1) ２色円偏光レーザー場中原子電離過程を大規模な数値計算で解明し、そのメカニ
ズムを利用して、２色レーザーの強度による電離過程の制御方法を提案した。そ

の提案は実験で確認された。研究結果はアメリカの実験グループとの共同研究で

Physical Review Aに発表した。 
(2) 強レーザー場における水素原子の電離電子スペクトルを我々の計算精度の高い方

法で計算し、その結果を実験と比べてレーザー強度の測定方法を開発した。従来

の測定方法(誤差 10%)と比べて、誤差は 2%の範囲内で実現された。その研究結
果はオーストラリアの実験グループとの共同研究でこの分野で有名な雑誌、

Physical Review Letters に発表した。 
(3) 新しい FFTでの時間依存密度汎関数の計算方法を開発した。空間分点が数億ぐ

らいの多原子系の問題を計算できるようになった。将来多電子系の動的過程を解

明することが可能になる。 
３．学際共同利用として実施した意義 
     理論研究は大規模な数値計算が必要である 。もし、HA-PACSを使用しないとその  
     研究はできなくなってしまった。 
４．今後の展望 

新しい計算コードを Oakforest-PACSに移植して、様々な強レーザー場における原子、
分子、クラスターの過程を解明し、その理解の上に、外場による動的過程の制御方法を

探索する。 
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(3) その他 
 
使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS  1350 (32 nodes) 
HA-PACS/TCA   

COMA  750 (16 nodes) 
※配分リソースについては 32node換算時間をご記入ください。 

 


